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〒５２４－０２１２ 
守 山 市 服 部 町 ２ ２ ５ ０ 番 地 

お   と     さ   だ 

発 掘 調 査 だ よ り 

１ 

▲掘立柱建物跡 

守山市立図書館「本の森」改築

事業に伴って、昨年 12 月より発

掘調査を開始しました。 

今回の調査は、旧図書館の後ろ

側にありました旧駐車場部分と

道路側に建築予定の図書館、約

1,500 ㎡を対象に実施していま

す。 

旧図書館は、増築の際に昭和

63 年に発掘調査を行っており、

６世紀頃の古墳跡や掘立柱建物

跡、竪穴物を検出しています。 

今回の調査地にもその集落跡が

広がるものと予想されていまし

た。 

調査は旧駐車場側から始めた

ところ、近隣の調査地と異なって

砂利層や粘土層、砂っぽい粘土層

を地山にして遺構が見つかりま

した。 
▲竪穴建物跡 

今年の冬は、例年にまして降雪が多く、記録的な寒波に見舞われております。当館も

すっぽりと雪に包まれたことが何度かありました。 

現在、特別展、歴史入門講座、特別講演など、皆さまにご興味を持って頂けるよう次

年度の企画を練っております。。 

また次年度の友の会会員の募集も間もなく開始致しますので、その折には是非ともふ

るってご入会下さい。 

 まだまだ寒さが続きますが、またお誘いあわせの上、ご来場頂ければ幸いでございま

す。その折には足元にお気をつけてお越しください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

▲ 遺物出土状況（竪穴建物内土坑）

掘立柱建物（SB-１） 

溝-１ 

竪穴建物（SH－１） 

０ｍ ５ｍ 

吉身西遺跡第 120 次調査 

   遺構図 T-1 

遺構は予想どおり、掘立柱建物跡１棟、竪穴建物３棟、溝跡、土坑が見つかっていま

す。掘立柱建物跡は東西に長い建物で、３間×４間以上の大きさの側柱建物で、いくつ

かの柱穴は溝によって削平を受けていました。一辺が約 80cm、深さ約 40cm を測る

四角い柱穴は、柱間を約 1.5ｍの間隔で配置されていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

調 査 位 置 図 

● 吉身西遺跡調査地 

竪穴建物も溝によって削平を受けていますが、これまで１棟のみ掘削を行っていま

す。大きさは、南北約 7.5m、東西約 6.5m を測り、暗灰褐色粘土で埋まっていました。

建物からは土坑や柱穴が数多く見つかっており、土坑のひとつから須恵器の坏や坏蓋、

高坏などが出土しています。 

溝は調査区の南寄りで、５条を検出しています。このうち、東から西に向かうＳＤ－

１は、途中で枝分かれして、切っていた灰色の砂質粘土層からは、土師器や須恵器が出

土しています。 

2 月以降は 2 棟の竪穴建物の調査と、調査区を拡げて駐車場側の調査区全体の遺構検

出を行う予定です。                        （畑本） 

▲ 溝全景 ▲ 遺物出土状況（柱穴） 
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【後 記】  

 暦の上では立春を迎えましたが、寒い日々が続いています。今回はこの「暦」について少しばか

り触れたいと思います。現在の暦であるグレゴリオ暦が日本に導入されたのは明治五年（1872

年）のことで、太陰暦
たいいんれき

も今では旧暦となりました。一月、二月という呼び方も江戸時代から始まっ

ていたといいますが、やはりこの明治五年より急速に広まったようです。旧暦では睦月
む つ き

、如月
きさらぎ

とい

ったように呼称しますが、一つずつに由来があるようです 

 

１月：睦月
む つ き

 睦(むつ)び月。身分の上下なく、老若男女、親族一同が集まって睦びあう月。 

２月：如月
きさらぎ

 衣(き)更(さら)着。衣類をさらに着る月。 

３月：弥生
や よ い

 弥(いや)生(おい)。草木がいよいよ生い茂る月。 

４月：卯月
う づ き

 卯の花の咲く月。５月：皐月
さ つ き

 早苗(さなえ)月。苗代から田へ定植する早苗の月。 

６月：水無月
み な づ き

 水(み)な月；水の月。「な」は現代語の「の」。 

７月：文月
ふみづき

 穂含(ふ)み月。稲が穂を含む月。 

８月：葉月
は づ き

 葉落ち月。木の葉が色づいて落ちる月。９月：長月
ながつき

 夜長月。秋の夜長の月。 

１０月：神無月
か ん な づ き

 神(かみ)な月。神の月。八百万の神々が出雲大社に集い国を留守にする月。恵比

寿神は留守番に残り、出雲では神有月という。 

１１月：霜月
しもつき

 霜降り月；霜が降りる月。１２月：師走
し わ す

 年末で師も走るほど忙しい月。 

 

 どれも美しい調べであり、深い意味があるものだと感心させられます。このような先人の呼称も

引き継いでいきたいものですね。                  （今村） 

埋蔵文化財センター友の会だより  

１月２６日(木) 第４回見学会として、兵庫県神戸市に行き、神戸市立博物館で開

催中の特別展「古代ギリシャ展～時空を超えた旅～」と、同市の竹中大工道具館を

見学しました。 

今回の参加者 34 名のほとんどか、初めて目の当たりにした古代ギリシャの絢爛

な品々に、「圧倒された」、「 日本の弥生時代にこのようなものが作れるなんて」、「ま

た開催中に個人でも行きたい」など、ご満足して頂けたようです。続いての見学会

先竹中道具館では、日本古来の大工道具、その歴史に触れ、皆さん熱心に見学され

ておられました。 

 次回の見学会は３月、春の訪れを感じられる季節です。会員の皆さまのご参加を心

よりお待ちしております。 


